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平成 28年 第 1回大河原町教育委員会定例会会議録 

１ 招集日時  平成 28年 1月 27日（水） 午後 2時 

 

２ 招集場所  大河原町役場 議員執務室 

 

３ 出席委員  舟山幸枝委員長、一盃森広志委員（職務代行者）、丹羽宜博委員、古山陽子委員、 

齋一志教育長 

 

４ 説明のため出席した者 

   教育総務課長 尾形 彰、生涯学習課長 大槻 文彦、学校教育専門監 千葉 英一 

 

５ 開  会  午後 2時   

 

６ 平成 27年第 12回教育委員会定例会会議録の承認について  

   舟山委員長 （委員全員に諮って）承認する。  

       一盃森委員、齋教育長 署名。 

 

７ 平成 28年第 1回教育委員会定例会会議録署名の委員指名について 

   舟山委員長  舟山委員長、丹羽委員を指名する。 

 

８ 教育長報告 

  （１）一般事務報告   

   報告第１号 平成２８年度教育関係予算の要求状況について 

   （教育総務課長説明） 

    教育総務課関係の平成２８年度教育関係予算の要求状況についてご説明申し上げる。資料は 2

ページから 3ページである。 

 (生涯学習課長説明) 

   生涯学習課・中央公民館・金ケ瀬公民館・駅前図書館・スポーツ振興関係の予算要求状況につ

いてご説明申し上げる。資料は 4ページである。 

（教育長説明） 

   主要な事業についてご説明申し上げる。心のケアハウス事業は、不登校・不登校傾向の児童生

徒のケアを実施し、学校へ通学できるようになるまでケアをする事業。28 年度最も力を入れる

事業である。 

   （詳細は資料参照） 

（質 疑）   

   舟山委員長    3ページのスクールカウンセラー事業についてだが、6万のみで事業可能なのか。 
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    専門監    6万は消耗品関係であり、人件費等はすべて県負担である。 

        丹羽委員     心のケアハウスについてだが、どういった内容か詳しく教えてほしい。 

    齋教育長   心に悩みを持っている子供たちが対象。不登校及び不登校傾向の子供たち、そし

て学習が遅れている子供たちも順次見ていきたいと考えている。スタッフは 5名の予

定。 

    丹羽委員   学校から離れているというのはとても良いと思う。 

    専門監    県の補助額は、当初額から変更になる見込み。        

    舟山委員   どういったスタッフが対応するのか。 

    齋教育長   教員校長経験者や幼稚園教諭経験者が常勤。 

    専門監    不登校の子供たちを自宅から心のケアハウス、そして学校へと導いていく事業。

スタッフは、学校現場に行くことも多いと思われる。 

    舟山委員長  体育館の太陽光発電はどういった事業か。 

    大槻課長   売電はできない事業であるが、避難所になっているので災害時は電気が使える。

その他ＬＥＤも付けており、電気代の節約も期待される。 

    齋教育長   ほぼ、国の１００％補助事業である。 

    舟山委員長 （委員全員に諮って）承認する。 

 

９ その他     

（１） 教育長報告 

（説明者：齋教育長） 

資料は別紙資料である。 

Ⅰ各学校情報 

１ 大河原小学校   

       仙台法務局より人権作文協力に対し感謝状 

       学校ボランティアへの感謝の会開催 1 年生 4 年生 5 年生が発表。感謝の手紙をいただく。        

２ 金ケ瀬小学校 

さよなら竪穴住居 

３ 大河原南小学校 

  英国エスコム小学校訪問 11名の親善大使大活躍 

  一日目はホームシック、帰国時は涙の別れ 

  コミュニティスクールのスポンサー 地域と学校が一体化 

４ 大河原中学校 

   ・先輩から学ぶ「柔道一直線」  

1月 21日 大河原中ＯＢ 日本大学柔道部副主将 制野 孝二郎さん 講話 

・Ｐ４Ｃ研修 宮城教育大学準教授～総合力向上に向けて～（白石で効果） 

  毛糸を巻きながら自己紹介。毛玉を持った人だけが話すことができる、否定はしない。 

  結論が出ないテーマで話す。非常に和やかになった。学校活動にも導入していく。 
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４ 金ケ瀬中学校 

  入選作品多数 

   弁論、読書感想文、人権作文、社会を明るくする運動、薬物防止作文、標語 

   俳句、美術作品、本の紹介カード 

  

Ⅱ1月の学校経営 

（１） 人事異動と次年度経営の構想 

（２） 満足感と希望がもてる学校評価をするために何を工夫するか 

○職員、児童生徒のプラス評価を確実に 具体的な成果をまず示す 

○「やるぞ」という意欲が湧く評価に心掛ける 

      （３）卒業式、修了式を目標に綿密な計画を 

      （４）児童生徒の成長、善行、努力する姿を確実に認める具体策を 

         ○悪平等からは意欲向上は見込めない 良い点を認め伸ばすことが重要 

      （５）教科書終了宣言 目標は 2月 卒業学年はもっと早く 

      （６）確実な受験事務を 

      （７）報告、連絡、相談（ほうれんそう） 7学年部会等で校長の経営ビジョンを明確に伝える 

 

Ⅲ 事故防止の徹底 

   １ 事故防止 

   ２ 体罰禁止 

   ３ 信用失墜行為の禁止 

   ４ 金銭に関わる事故防止 

   ５ 食物アレルギー対策徹底を 

６ 火遊び事故の撲滅 

 

  Ⅳ 学力向上への取り組みに感謝 

   １ 標準学力調査結果（平成 27年 12月実施）をどう生かす 

２ 学力向上の中核は読解力向上にあり  

  音読（素読）が響く学校（家庭）にしよう 

  どの教科も暗唱、暗記を取り入れ、思考の土台を広げよう 

     平成 28年度全学年配布 暗唱読本（5年間） 担当いただいた先生方の協力に大変感謝 

 

  その他 ゲームスマホ緊急会議により「9時以降使用禁止」 

全世帯パンフレット配布 

ＰＴＡにも声掛け  
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（質 疑）    

舟山委員長  大河原南小学校のエスコム小学校訪問について。資金を援助していただける篤志

家キングスレー氏に、心より感謝。 

教育長  英国は、学校もコミュニティスクールのような運営で、学校経営に資金面や運営内

容について、保護者や地域の人々が深く関わって運営されている。 

丹羽委員  3月補正予算要求内容の著作権使用料について教えてほしい。 

専門監  作品ごとに各種団体等に直接照会し、計上。著作権料はそれぞれ異なる。 

        著作権の原則的保護期間は、著作者の死後 50年まで。 

暗唱読本は非買品なので、低く抑えられた。訴訟にもなる事案があるので慎重に調

査し、計上した。 

舟山委員長   児童生徒全員に配布するのか。 

専門監  全員に配布する。小学校新 1 年生には入学式で教育委員の方から代表児童にお渡

しいただく予定なのでよろしくお願いしたい。 

  子供たちも９年間使用することで本に愛着が持てるのではないか。 

        古典などは小学校で単なる暗記にとどまっても、その後、中学校・高校で意味を学

ぶことでより理解が深まると思われる。 

         

１０ 各課長報告   

（説明者：教育総務課長、生涯学習課長） 

2月の行事予定を説明申し上げる。別紙資料である。 

   

１１ 次回教育委員会の開催日程について 

舟山委員長  次回の定例会は、平成 28年 2月 29日（月）午後 2時から開会する。 

       なお、臨時会を平成 28年 2月 12日（金）午後 4時から開会する。 

 

 【その他】12月 25日付就任 古山陽子委員より 

    「初めてのことなので、緊張と一生懸命頑張らなければという気持ちでおります。 

どうぞよろしくお願いいたします。」 

 

１２ 閉会宣言  午後 3時 36分     

 

平成 28年 2月 29日 

 

      署名委員 

 

      署名委員 


